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科目名 
 

文学研究技術論 

対象学科・学年 
  文学部日文2回生  
   
   
  
  

担当者 
 

植田 麦 

授業テーマ 
 『先代旧事本紀』のデータベース構築と、データベースを通した文献学的研究 
授業の概要と目標 
 この講義では、実際にひとつの書物を使ってデータベースの構築を目指します。また、構築したデータベースを利用して、そ

の書物の成り立ちを研究します。具体的には『先代旧事本紀』を使い、データベースを構築した上でそこから何が見えるのかを

考えます。 

評価方法 
 授業の出席日数（40％）と課題提出状況（40%）、課題への取り組み方（20%）などを総合的にみた上で評価します。 

テキスト 
講義中に指示します。 

著者 
  

出版社 
  

参考書 
 
  

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 

  

 『先代旧事本紀』は平安初期の成立と目されていますが、その特殊な在りようから、江戸時代には偽書としての扱いが確定し

てしまい、現在に至るまで本格的な研究は他の神話テキストに比べて遅れています。この講義では『先代旧事本紀』の研究史を

抑えた上で、巻第一をデータベース化し、そしてすでにある『古事記』や『日本書紀』等のデータと比較することで、その出典

を考察し、『先代旧事本紀』を生態的に捉えることを目指します。 

 前半は天理図書館蔵本の先代旧事本紀を使用してそのデータベースを構築し、またその他のテキストとの対照データを作成し

ます。後半は、それらのデータをもとに本文批判を行い、上代から中古における神話の享受について考えます。 

 

 

 

 題  目 内  容 

1回 『先代旧事本紀』について 研究史の概略 

2回 論文データベースの構築(その１) 研究論文の探し方とデータベースの構築方法の学習 

3回 論文データベースの構築(その２) 論文データベースを構築する 

4回 テキストデータベースの構築(その１) 『先代旧事本紀』本文データベースの構築方法の学習 

5回 テキストデータベースの構築(その２) 『先代旧事本紀』本文データベースの構築 

6回 テキストデータベースの構築(その３) 『先代旧事本紀』本文データベースの構築 

7回 テキストデータベースの構築(その４) 『先代旧事本紀』とその他のテキストを合わせたデータベースの構築 

8回 テキストデータベースの構築(その５) 『先代旧事本紀』とその他のテキストを合わせたデータベースの構築 

9回 研究演習 『先代旧事本紀』研究 

10回 研究演習 『先代旧事本紀』研究 

11回 研究演習 『先代旧事本紀』研究 

12回 研究演習 『先代旧事本紀』研究 

13回 研究演習 『先代旧事本紀』研究 

14回 研究演習 『先代旧事本紀』研究 

15回 総合研究 この講義における研究成果の確認 

 
 

 


